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第１回 富士見市地域公共交通会議議事録 

 

会議の名称 第１回富士見市地域公共交通会議 

開催日時 平成２７年７月３０日（木） 
開会 午前１０時１０分 

閉会 午前１１時５０分 

開催場所 市長公室 出席者数 委員定数２０名中 出席者１６名 

出
席
者 

委 員 

深野富雄委員、島田アサ子委員、清水実委員、臼杵洋子委員、 

白砂栄子委員、大久保雄二委員、高原昭委員、真家正人委員、 

板谷和也委員、木部康久委員、石塚章委員、長屋俊直委員、 

奥村敬一委員、島田臣己委員、岩田勇治委員、新井健司委員 

 ※欠席 照井誠委員、鶴岡洋委員、三上秀樹委員、宮﨑信二委員 

事務局 

 星野市長 

【事務局職員】 

 森川建設部長、柴崎建設部副部長、荒川交通・管理課副課長、 

堺交通・管理課技師、地域計画㈱福田圭一 

配布資料 第１回富士見市地域公共交通会議 次第 

第１回富士見市地域公共交通会議 席次表 

第１回富士見市地域公共交通会議 出席者名簿 

 資料１ 富士見市地域公共交通会議委員名簿 

 資料２ 富士見市地域公共交通会議条例 

 資料３ 富士見市地域公共交通会議の目的 

 資料４ 市内公共交通の現状について 

 資料５ 市民アンケート調査の実施概要について 

 資料６ 富士見市地域公共交通会議 今後のスケジュール（案） 

 参考資料 富士見市都市計画図 

公開・ 

非公開 
 公開（傍聴 ２名） 
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会 議 事 項 

Ⅰ 委嘱状及び任命書交付式  市長より委員へ委嘱状及び委任状を交付 

 

Ⅱ 富士見市地域公共交通会議 

１ 開会  森川建設部長 

 

２ 市長あいさつ  富士見市長 星野信吾 

 

３ 委員紹介  資料１を参照 

 

４ 富士見市地域公共交通会議条例について  資料２を参照 

 

５ 会長及び副会長の選出 

  互選により、会長に奥村委員、副会長に板谷委員を選出。 

  奥村会長・板谷副会長よりあいさつを頂く。 

   

６ 議事 

 （１）富士見市地域公共交通会議の目的について 

   資料３により事務局から説明。 

 質疑応答   

 委 員：タクシーはドアトウドアで運行できる公共交通機関である。会議の目的 

において、新たな交通サービスとはデマンド交通等を指すと思われます 
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     が、是非そこにタクシー利用の促進を検討して頂きたい。具体的には、 

     東松山市や志木市で行っているようなタクシー利用券の配布を検討して 

     頂きたい。 

 事務局：志木市はタクシーを使い試行運行を開始し、三芳町については、デマン 

     ド交通の運行を開始され、他の自治体が行っていることも把握しながら、 

     この会議の中で、富士見市における交通状況を認識して頂き、より良い 

     交通環境を検討していきたいと考えております。その中にタクシー利用 

     も含まれているものと考えております。 

 副会長：目的は、広く持って頂き、地域の実情に則した地域公共交通を構築する 

     ために、どうすればいいのかを検討していければと考えております。 

     他の自治体の会議から、継続的に会議を開くことがよい結果に結びつく 

     事が多いため、継続的に会議を開催してはいかがでしょうか。また、ア 

     ンケートも１回だけではなく、市民の意見を聞くために継続的に実施し 

ていくことを検討されてはいかがでしょうか。 

 事務局：地域公共交通を構築するためには、時間がかかると認識しており、継続 

     的な検討は必要と思っております。また、アンケートに関しては、これ 

     まで市民意識調査等継続的に実施しているものがございますが、地域公 

共交通会議の中でも今後アンケートが必要性になると思っております。 

 

 （２）市内公共交通の現状について 

  資料４により事務局が説明。 

 質疑応答   

 会 長：市内循環バスは当初、東武東上線西側を運行していたが、利用者が少な                    
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     いことや踏切横断に時間がかかることなどの理由により廃止となりまし 

     た。現在は、より効率の良い市役所から駅へ向かっていく路線となって 

     ます。 

 委 員：東武東上線西側の運行には踏切横断により時間がかかるという話だが、 

     たとえば、西側のみを運行して、東側のバスと乗り継ぐ方法はないのか。 

 事務局：３駅（ふじみ野駅、鶴瀬駅、みずほ台駅）の東西口にはエスカレーター、 

     エレベーター等ございますので、駅に行けば乗り継ぎは可能と考えてお 

     ります。ただし、みずほ台駅西口にはエレベーターが設置されておりま 

     せん。 

 会 長：専門的な立場で、鉄道駅に関してバスの乗り継ぎはどのように考えてい 

     ますか。 

 委 員：バスは交通状況により遅れが生じることから、乗り継ぐためには、駅で 

     かなりの待機時間を取らなければならず、効率が悪くなるのが現状です。 

 副会長：市内循環バスの利用者数はデータを見る限り、１便あたり７～８人程度 

     であり、事業環境としては赤字が出るような状況ではありませんが、特 

     別乗車証利用者が５割程度いるため収支として赤字になっています。 

     そこを、特別乗車証利用者数に１７０円を乗じた分を市が補助金を出す 

     という考え方をした場合、企業努力で利用者数が伸びるのではないのか 

     と考えますが、いかがでしょうか。 

 委 員：市内循環バスは市の施設を中心に運行しているため、民間路線バスと同 

     様に利用者数を増加させるのは厳しいと考えております。市内循環バス 

     と民間路線バスは考え方が違いますので、分けて考えて頂ければと思い 

     ます。 
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 （３）市民アンケート調査の実施概要について 

   資料５により事務局から説明。 

 質疑応答   

 委 員：アンケートの回収率は何％以上を目標としているのか。 

 事務局：４０％程度を考えております。 

 会 長：４０％より低い場合はやり直すのですか。 

 事務局：今回はやり直しを考えておりません。内容をしっかりと分析していきた 

     いと考えております。 

 （４）今後のスケジュールについて 

   資料６により事務局から説明。 

  

７ その他 

 質疑応答   

 委 員：踏切の通過について、市として立体交差等の考えはありますか。 

 事務局：立体交差に関しては、用地の問題、費用の問題等ありまして、現状難し 

     い状況です。 

 会 長：地域公共交通会議は現状の道路状況の中で議論して頂きたいと思います。 

 委 員：鶴瀬駅西側の９０４号線の道路整備状況について教えて頂きたい。 

 事務局：平成２５年から平成２７年度末までに用地交渉を終えて、整備工事をし 

     ていきたいと考えております。 

 委 員：市内循環バスが担っているものは、交通空白地域を補填するものなのか、 

     市民のニーズに合わせた運行をするのかによって議論の方向性が違いま 

     すので、目的をはっきりとさせた方が良いと思います。 
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 事務局：運行当初から状況が変化していますので、交通不便地域等を把握しなが 

     ら、改善できるものがあれば改善していければと思います。 

 会 長：アンケート結果をふまえて次回議論して頂ければと思います。 

 

８ 閉会  森川建設部長 

 


